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公
開
講
座

「戦
国
時
代
の
文
書
を
読
む
」

～
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
へ
の
八
王
子
～

八
王
子
市
郷
土
資
料
館

小
林
　
央
氏

八
王
子
学
園
都
市
大
学
い
ち
ょ
う
塾
主

催
の
公
開
講
座

「戦
国
時
代
の
文
書
を

読
む
～
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
へ
の
八

王
子
～
」
が
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
の

小
林
央

（お
う
）
氏
を
迎
え
て
、
去
る

四
月
十
五
日

（土
）
に
八
王
子
市
学
園

都
市
セ
ン
タ
ー

・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
。

八
王
子
が
大
正
六
年
に
市
制
を
敷
き

今
年
の
市
制
百
周
年
に
因
み
、
戦
国
時

代
の
八
王
子
に
残
る
古
文
書
に
触
れ
な

が
ら
八
王
子
の

「ま
ち
」
の
変
遷
を
ご

紹
介
頂
い
た
。

（平
安
時
代
〉
小
野
氏

（堂
）
を
祖
と

す
る
横
山
党
が
土
着
し
支
配
権

。
所
領

を
拡
大
し
た
。
古
文
書
に
現
わ
れ
る
八

王
子
市
付
近
の
地
名
は
河

口

・
由
井

。
中
野

・
梅
坪

。

大
谷
上
豆
田
。
平
山
・
由
木

。

相
田

・
小
比
企
な
ど
が
あ

り
、
ま
た
小
野
の
牧
や
船
木

田
荘
な
ど
も
知
ら
れ
て
お
り

こ
れ
ら
と
横
山
党
の
所
領
は

一
部
日
野

・
町
田
な
ど
の

地
域
も
含
ん
で
い
る
が
、
現

在
の
八
王
子
市
と
主
な
領

域
で
重
な
る
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
（
鎌
倉

時
代

）
横
山

党

は
和
田
合
戦

（建
保
元
年

Ｓ
８
年
）
に
参
戦
し
た
結

果
所
領
を
没
収
さ
れ
八
王
子
は
大
江
広

元
に
与
え
ら
れ
た
。

〈南
北
朝
～
室
町
時
代
〉
広
元
の
二
男

長
井
時
広
は
出
羽
置
賜
の
長
井
荘
に
所

領
を
有
し
た
が
後
に
伊
達
の
侵
攻
を
受

け
（至
徳
二
年

お
田
年
）
所
領
を
失
っ
た
。

後
に
八
王
子
南
部
に
長
井
氏
の
存
在
が

知
ら
れ
て
お
り
出
羽
の
長
井
氏
が
八
王

子
に
戻
っ
て
来
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（戦
国
時
代
〉
鎌
倉
公
方
を
補
佐
す
べ

き
管
領
上
杉
氏
に
鎌
倉
を
追
わ
れ
た
公

方

（足
利
氏
）
が
古
河
で
古
河
公
方
と

し
て
再
起
し
た
享
徳
の
乱

（享
徳
三
年

〓
露
年
）
以
降
、
利
根
川
の
北
側
を
古

河
公
方
が
支
配
し
南
を
上
杉
側
が
伊
豆

・

相
模

・
武
蔵

。
上
野
な
ど
を
抑
え
る
形

と
な
る
。
そ
う
し
た
中

で
長
井
氏
は
扇
谷
上
杉

方
と
し
て
活
躍
し
そ
の

後
片
倉
城
、
初
沢
城
、

広
園
寺
に
足
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
。
上
杉
氏
は

山
内

・
扇
谷
に
分
裂
し

伊
豆
か
ら
は
後
北
条
氏

が
関
東
に
進
出
を
開
始

し
諸
勢
力
が
入
り
乱
れ

る
状
況
に
な
る
。

こ
こ
で
、
北
條
氏
康
は

武
蔵
の
河
越
を
拠
点
と

し
た
が
、
そ
れ
を
奪
回

す
べ
く
上
杉
方
は
体
制

を
立
て
直
し
河
越
の
戦

い
を
挑
ん
だ

（
天
文
十
五
年

じ
ま

年
）

が
大
敗
し
た
。

長
尾
景
虎

（上
杉
謙
信
）
は
永
禄

二

年

（】ま
つ
年
）
に
関
東
管
領
の
官
名
を

受
け
翌
永
三
年

（一な
ｏ
年
）
乱
世
に
突

入
し
た
関
東
平
野
に
入
り
後
北
条
家
攻

撃
の
途
次
八
王
子
の
初
沢
城
を
攻
め
そ

こ
で
長
井
氏
は
断
絶
に
至
っ
た
？
も
の
と

思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
前
後
に
高
尾
山
薬
王
院
よ

り
要
請
を
受
け
て
武
州
小
仏
谷
の
関
越

え
の
諸
軍
勢
に
依
る
乱
暴
狼
藉
を
禁
止

す
る
上
杉
謙
信
朱
印
状
（永
禄
四
年
×
薬

王
院
文
書
）
と
高
尾
山
薬
師
堂
の
修
理

の
寄
進
に
関
す
る
北
條
氏
康
判
物

（永

禄
三
年
）
（薬
王
院
文
書
）
の
二
例
の
古

文
書
紹
介
を
頂
い
た
。

滝
山
城
の
周
辺
に
宿
場
な
ど
城
下
の
遺

構
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
武
田
の
侵

攻
の
虞
、
更
に
秀
吉
へ
の
備
え
の
為
八
王

子
城
へ
移
り
城
下
町
も
元
八
王
子
に
う

つ
る
。
江
戸
時
代
に
は
大
久
保
長
安
が

纏
め
る
新
八
王
子
と
甲
州
道
中
八
王
子

十
五
宿
が
町
の
中
心
地
に
な
っ
た
。

第
五
回
会
員
総
会

出
席
者
三
六
名

四
月
十
五
日
八
王
子
学
園
都
市
セ
ン

タ
ー

・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
て
、

小
林

央
先
生
の
ご
講
演
に
引
き
続
き
、
当
会

の
第
五
回
会
員
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
三
十
六
人
で
し
た
。
ま
ず
最

初
に
、
吉

田
代
表
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
予
定
が
変
わ
り
、
も

う

一
年
代
表
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
旨

の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
ご
来
賓
の
学
園
都
市
振
興
課
課

長
牛
山
清
志
様
と
八
王
子
学
園
都
市
文

に
貢
献
し
て
い
る
等
の
お
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。
も
う

一
人
の
ご
来
賓
の
当
会
顧

問
馬
場
憲

一
先
生
は
、
総
会
後
の
懇
親

会
に
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吉
田
代
表
か
ら
二
十
八
年
度

活
動
報
告
と
決
算
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
こ
の

一
年
で
実
施
し
た

四
文
献
の
解
読
、
会
報
発
行
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
開
催
、
創
価
大
学
図
書
館
見
学
、

作
品
展
へ
の
出
品
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
年
度
の
役
員
体
制
、
活
動

計
画
、
予
算
案
、
会
則
の
改
訂
案
に
つ

き
趣
旨
説
明
が
り
ま
し
た
。
全
議
案
は
、

満
場

一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
吉
田
代
表
か
ら
本
年
度
の
課
題
と

し
て
、
初
心
者
用
の
Ｐ
Ｃ
教
室
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
教
室
に
加
え
て
、
会
員

の
パ
ソ
コ
ン
能
カ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
べ

く
、
ワ
ー
ド
漢
文
の
返
り
点

。
ル
ビ
の
挿

入
、
ワ
ー
ド
崩
し
字
間
に
解
読
文
を
挿

入
等
の
新
技
術
の
習
得
の
た
め
の
教
室
も

予
定
し
て
い
る
旨
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し

た
。総
会
後
に
は
、
場
所
を
変
え
て
懇
親

会
が
も
た
れ
、

三
十

一
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

化
ふ
れ
あ
い
財

団

理

事

長

三

浦

員

一
様

か

ら
、

ご

祝

辞

を

い
た

だ

き

ま

し

た
。

お

二

人

は
、

い

ち

ょ
う

塾

に

は

約

二

百

講

座

が

あ

る
、

当

会

の
活

動

は

学

園

都

市

大
学
へ
お
お
い


